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対応がある。2020 年 4 月の第 1 波の影響で
本学は全ての授業を中止したが、4 月 20 日
から Zoom（Zoom Video Communications, Inc.）
を用いた遠隔授業を再開した。6 月 15 日よ
り登校授業が再開されたが、感染防止対策の
ため座席間隔を開け、Zoom を用いて 2 教室
に分けて授業を実施することとなった。第 2
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や、何もしない
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というあり方で伴うこと















































































である。（2020 年 3 月に掲載した紀要にて報
― 13 ―
炭谷正太郎 他：聖隷クリストファー大学看護基礎教育における 2020 年度シミュレーション教育の実践報告
告できなかった 2020 年 1 月以降の実績を含
め、ここに報告する）
・ 室加他，Report of Simulation Education at 
School of Nursing, Seirei Christopher University
（2020 年 2 月 聖 隷 国 際 研 究 会 議：Seirei 
International Research Conference にて発表）
・ 炭谷他，聖隷クリストファー大学看護基礎
教育におけるシミュレーション教育の実践
（2020 年 3 月聖隷クリストファー大学看護
学部紀要に掲載）
・ 藤浪他，急性期看護学実習におけるシミュ






・ 小池，看護教育における ICT を活用した新
しい実習プログラムの開発～コロナ禍にお
けるオンライン実習の可能性～（第 40 回
日本看護科学学会学術集会にて発表）
Ⅷ．模擬患者の養成について
本年度、コロナ禍における病院・施設の臨
地実習の代用として、患者・学生双方にとっ
てより安全な「模擬患者」を登用するケース
が増えている。教員が模擬患者を担い、司会
進行などの役割を兼任する場合が多い現状か
ら、看護実践能力を向上する教育の質を担保
するためには、模擬患者の養成が欠かせない
と考えている。従来、県外から模擬患者を登
用していた領域もあるが、感染流行地域から
公共交通機関を利用し模擬患者を担うことへ
の感染リスクを考慮すると、今後は市内に住
む方を対象とした模擬患者の学内での養成が
必要であり、今後の運用に向け研修プログラ
ムなど検討を重ねている。
Ⅸ．終わりに
以上のように、本学では、看護学部を中心
にアクティブラーニングを実践するひとつ
の手法としてシミュレーション教育を検討
し、環境構築、研修会など教員の学習の機会
の提供、シミュレーションルームの機材およ
び備品管理、シミュレーション教育実施の支
援、広報活動などを推進してきた。また、コ
ロナ禍の影響による遠隔の講義、演習、実習
に対する通信設備・運用のテクニカルサポー
トを委員会が担ったが、同時にシミュレー
ション教育を活かして、如何にして遠隔によ
る授業・演習を充実させていくかという議
論も進めてきた。今後、VR（Virtual Reality：
仮想現実）、AR（Augmented Reality：拡張現
実）、MR（Mixed Reality：複合現実）の活用
も教育手法の幅を広げる一手として、教材開
発を含め検討していきたい。また、学年を問
わず看護技術のセルフトレーニングができる
環境が必要であり、同級生だけでなく、教員
と学生、上級生と下級生、あるいは現役の看
護師と学生が有機的につながり合える中で看
護技術を培っていける環境構築について、今
後も検討していく。
昨年度（2019 年度）、シミュレーション教
育委員会の活動が認められ、学内の奨励表彰
を委員 1 名が受賞した。また、本年度もコロ
ナ禍におけるシミュレーション教育を含む遠
隔授業への支援、バーチャルリアリティ化の
整備、オンライン及びオンデマンド方式によ
る授業形態の推進に寄与したなど功績が認め
られ、シミュレーション教育委員 2 名が学内
の奨励表彰を受賞した。今後もシミュレー
ション教育を推進するための本学の課題であ
る 1．教育環境のさらなる充実、2．人員の確保、
3．地域の拠点としてのシミュレーション教
育の推進、4．活動のための運営資金の獲得
を目指すべく、近隣施設との連携、研究推進
とともに、教員の理解と同意を得ながらさら
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なる教育環境の整備や教育力の向上のため邁
進していく。
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